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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　混合機構造（１’）を形成し、前後に並ぶと同時に管の軸線（１１）に沿って管（１０
）内で隣接するよう配置され、少なくとも２つの流動可能な成分（Ａ、Ｂ）の混合に使用
される複数の混合室（８）を備える静止混合機（１）であって、前記混合機構造（１’）
は基本構造（１”）、及び前記基本構造（１”）の変形（９）を有し、
　該基本的構造（１”）は、管（１０）の中で前後に並んで配置された複数の混合要素で
構成されるか、４つの室を有するストリングの束で構成され、前記混合室（８）は２つの
閉端（４ａ）と（４ｂ）との間で延在し、前記混合要素は、２つの軸線方向の区間を備え
、少なくとも１つの仕切りウェブ（２、３）が各区間に関連する区間を再分し、
　前記仕切りウェブ（２、３）は相互に交差し、管の断面を等しい大きさの副区域に再分
割し、前記副区域は開放されるか、または偏向盤（４）によって覆われ、
　前記基本構造（１”）において前記混合室（８）は、管の軸線方向に配向された半径方
向の壁（２、３）と、管の軸線に対して横方向である壁（４、４ａ、４ｂ）とによって相
互に境界を示し、隣接する室の間で半径方向の壁にある口が、混合される成分の入口部（
６ａ、６ｂ）、及び出口部（７ａ、７ｂ）を形成し、
　前記変形（９）は、基本構造（１”）の個々の位置における構造変化で構成され、成分
の流れが混合されるように前記基本構造に対して混合抵抗である、混合機構造が周期的に
同様の基本的混合室が連続して構成される静止混合機、または非周期的混合機構造で生じ
る混合抵抗性流フィラメント（３０）の横方向の変位が実行され、
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　流れがウェブによって管の壁（１０）から管の軸線（１１）に向かう方向に偏向するか
、逆に管の軸線から管の壁（１０）に向かう方向に偏向するように、管の軸線（１１）に
対して傾斜し、半径方向壁（２、３）上の混合室（８’）内で入口部（６ｂ）を出口部（
７ａ）に接続（９１’）するウェブ（９１）によって、変形（９）が少なくとも部分的に
形成されることを特徴とする、静止混合機。
【請求項２】
　前記基本構造（１”）の前記混合室（８）は、取付けがない（ｗｉｔｈｏｕｔ　ｉｎｓ
ｔａｌｌａｔｉｏｎｓ）等しい大きさの室であり、２つの入口部（６ａ、６ｂ）および２
つの出口部（７ａ、７ｂ）が４つの隣接する室への接続を形成するように、相互に対して
ずれて配置されることを特徴とする、請求項１に記載の静止混合機。
【請求項３】
　前記変形（９）が、３つの隣接する室（８１、８２、８３）の長さを短縮し、同時に入
口部または出口部の数を減少させることによって形成され、管の軸線（１１）に沿って前
後に配置される１対の室（８１、８２）がその室の２つを形成し、その室の対に対し横方
向に配置された第３の室（８３）が、２つの口（７ｃ、９２）を介して前記対の２つの室
の間に接続部（９２’）を生成することを特徴とする、請求項１又は２に記載の静止混合
機。
【請求項４】
　前記混合機構造（１’）が一体形成され、特に熱可塑性樹脂で射出成形されることを特
徴とする、請求項１から３のいずれか１項に記載の静止混合機。
【請求項５】
　前記混合機構造（１’）が正方形または長方形の断面を有し、４つの隣接して配置され
た室のストリングを備え、各ストリングが一連の５個から１５個の室（８）を形成し、基
本構造（１”）の各室が室の幅の１．５倍から２．５倍の長さを有し、この幅は１ｍｍよ
り大きく１０ｍｍ未満であり、好ましくは少なくとも２ｍｍで最大５ｍｍであることを特
徴とする、請求項１から４のいずれか１項に記載の静止混合機。
【請求項６】
　容器の出口部を通して、該容器上に配置された管部分（１０）に押し込むことができる
少なくとも２つの流動可能な成分（Ａ、Ｂ）を別個に受ける多室容器（１００ａ）を備え
、前記管部分に配置されて該管部分とともに請求項１から５のいずれか１項による静止混
合機（１）を形成する混合機構造（１’）を備えることを特徴とする、装置（１００）。
【請求項７】
　前記容器（１００ａ）の室（１０１、１０２）が円筒形であることと、ピストン状手段
（１１１、１１２）を設け、それによって前記流動可能な成分（Ａ、Ｂ）を前記室から押
し出すことができることを特徴とする、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　粘度の高い成分（Ａ）を、少なくとも１つのさらなる成分（Ｂ）と混合することを特徴
とする、請求項１から７のいずれか１項に記載の静止混合機の使用法。
【請求項９】
　前記粘度の高い成分（Ａ）は、成分（Ｂ）に対して１０倍～１０００倍の粘度を有する
ことを特徴とする、請求項８に記載の静止混合機の使用法。
【請求項１０】
　前記更なる成分（Ｂ）の質量流量は前記粘度の高い成分（Ａ）の質量流量より数倍小さ
いことを特徴とする、請求項８に記載の静止混合機の使用法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は静止混合機（ｓｔａｔｉｃ　ｍｉｘｅｒ）や、この種の混合機を備える装置およ
びその混合機の使用法に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
コンパクトで、単純かつ材料を節約する構成の混合機構造（ｍｉｘｅｒ　ｓｔｒｕｃｔｕ
ｒｅ）であるが、優れた混合結果を生じる、少なくとも２つの流動可能な成分（ｆｌｏｗ
ａｂｌｅ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ）を混合する静止混合機が、欧州特許公開公報第EP-A-0
 749 776号および欧州特許公開公報第EP-A-0 815 929号に記載されている。これらの混合
機は、例えば封止剤などの粘性が高い物質、つまり２成分の発泡体または２成分の接着剤
とを混合するのに適している。これらは、熱可塑性樹脂から射出成形により経済的に製造
することができ、したがって使い捨て用に経済的に適用することができる。この種の「使
い捨て混合機（ｔｈｒｏｗ－ａｗａｙ　ｍｉｘｅｒ）」は、主に硬化する製品に使用され
る。というのは、これらの製品の場合、実際的に混合機を清掃することができないからで
ある。
【０００３】
示された混合機の混合結果は、個々の用途、特に異なる粘度値を有する成分を混合する場
合に不十分である。不十分な混合結果は、混合される成分の１つのみで構成される少なく
とも１つの流フィラメント（ｆｌｏｗ　ｆｉｌａｍｅｎｔ）が混合機構造を通過し、その
際に実際的には隣接する流フィラメントと混合しないか、混合が遅すぎるという点で明白
である。この種の流フィラメントを、本明細書では「混合抵抗性（ｍｉｘ－ｒｅｓｉｓｔ
ａｎｔ）」と言う。混合抵抗性流フィラメントは、特に、混合機構造が周期的に同様の基
本的混合室（ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｍｉｘｉｎｇ　ｃｈａｍｂｅｒｓ）が連続して構成
される静止混合機で生じる。しかし、混合抵抗性流フィラメントは、非周期的混合機構造
でも観察することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、混合結果が既知の混合機と比較して改良された静止混合機を生成するこ
とである。この目的は、請求項１によって規定された静止混合機によって満足される。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
静止混合機は、混合機構造を形成する複数の混合室を備える。混合室は、前後に並んで、
さらに管の中で管の軸に沿って隣接する状態で配置される。これらは、少なくとも２つの
流動可能な成分の混合に使用することができる。混合機構造は、基本的構造の変形（ｍｏ
ｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を呈する。前記基本構造では、混合室は管の軸線方向に配向され
た半径方向の壁と、管の軸線に対して横方向の壁によって相互から制限される。半径方向
の壁の隣接する室の間の口（ａｐｅｒｔｕｒｅｓ）が、混合される成分の入口部および出
口部を形成する。変形は、基本的構造の個々の位置における構造変化で構成される。これ
は、混合抵抗性流フィラメント（ｍｉｘ－ｒｅｓｉｓｔａｎｔ　ｆｌｏｗ　ｆｉｌａｍｅ
ｎｔｓ）が横方向に変位した結果、成分の流れが混合されるように実行され、これらの流
フィラメントは基本的構造に対して混合抵抗性がある。
【０００６】
　混合抵抗性流フィラメントの横方向の変位により、後者（ｌａｔｔｅｒ）が、強く変形
する領域に入り、それによって優れた混和性を有する。変位した流フィラメントは相互に
よって置換され、これは今度は混合プロセスからほとんど分離される。したがって、個々
の混合抵抗性流フィラメントの変位を引き起こす、このような攪乱位置（ｄｉｓｔｕｒｂ
ａｎｃｅ　ｌｏｃａｔｉｏｎｓ）を、静止混合機の複数の位置に設定すると有利である。
攪乱位置を異なるように形成しても有利である。
【０００７】
　攪乱位置は、概して混合抵抗性流フィラメントの外側にある流領域の混合プロセスに不
利な影響を与える。この場合、混合抵抗性流フィラメントの十分な変位数にちょうど必要
な数だけの攪乱位置を設けるとよい。
【０００８】
攪乱位置は、混合抵抗性流フィラメントに直接には作用しないが、直接影響領域に偏向を
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引き起こし、これが混合抵抗性流フィラメントに影響を及ぼすという点で間接的に作用す
るよう形成することができる。適切な攪乱位置の設計は、経験的に発見することができる
。混合される異なる色の成分で、実験を実行し、基本的構造の結果を基本的構造を変形し
た結果と比較し、混合抵抗性流フィラメントが実際に変位しているか判別することが可能
である。
【０００９】
従属請求項２から６は、本発明による静止混合機の有利な実施形態に関する。この種の混
合機を有する装置と使用法とが、それぞれ請求項７および８と請求項９の主題である。
以下では、図面を参照して本発明について説明する。
【００１０】
【発明を実施するための形態】
　図１では、装置１００を一点鎖線で示す。後者は静止混合機１を含み、その混合機構造
１’は、正規の変形されていない基本的構造１”を形成する。混合機構造１’は側面図と
して図示されている。これは示した欧州特許公開公報第EP-A-0 749 776号および欧州特許
公開公報第EP-A-0 815 929号から知られ、ここでは基本的構造１”が２つの異なる方法で
記載されている。つまり、基本的構造１”は、管１０の中で前後に並んで配置された複数
の混合要素で構成されるか、４つの室を有するストリング（ｓｔｒｉｎｇｓ）の束で構成
され、その混合室８（「混合活動室（ｍｉｘ－ａｃｔｉｖｅ　ｃｈａｍｂｅｒｓ）」）は
各ケースで２つの閉端４ａと４ｂとの間で延在する。各混合要素は、２つの軸方向の区間
を備え、それぞれ少なくとも１つの仕切りウェブ（ｗｅｂ）２および３（半径方向の壁）
が、各区間に関連する区間を再分する。仕切りウェブ２、３は相互に交差し、管の断面を
等しい大きさの副区域（ｓｕｂ－ａｒｅａｓ）に再分割する。副区域は開放されるか、ま
たは偏向盤（ｄｅｆｌｅｃｔｉｏｎ　ｄｉｓｃｓ）４によって覆われる。図面で、特に、
変形していない基本構造１”を全体的に示した混合室８とともに図示する図６で、さらな
る詳細が認識される。
【００１１】
基本構造１”の混合室８は取付け（ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎｓ）がなく、等しい大きさ
で、相互に対してずれて配置される。交互の順序で配置された２つの入口部６ａ、６ｂお
よび２つの出口部７ａ、７ｂが、４つの隣接する室の接続部を形成する。２つの横方向の
補強壁５が混合機１の全長にわたって延在する。
【００１２】
装置１００は、室１０１および１０２を有する２室式容器１００ａ、つまりカートリッジ
（ｃａｒｔｒｉｄｇｅ）を備える。後者は、２つの流動可能な成分ＡおよびＢを別個に受
ける働きをする。ＡおよびＢは、ピストン１１１および１１２による容器１００ａの出力
を介して管１０に押し込むことができる（矢印Ａ’、Ｂ’）。管１０および混合機構造１
’で構成される静止混合機１内でＡとＢを混合した後、混合物はノズル１２０を通って装
置１００から出る。カートリッジ１００ａは、３つ以上の室を備えることができる。管１
０は、カートリッジ１００ａ上に配置できる管部分として形成することができる。
【００１３】
線II－IIによる断面を図２に示す。同じ粘度値を有する２つの成分ＡおよびＢが、混合機
構造１’を通って流れる。混合室８の矢印は、流れの通路を示す（「十字の円」および「
点の円」はそれぞれ、図の面に対して下向きおよび上向きの矢印を意味する）。流れのパ
ターンは、数値シミュレーションの結果に従って描かれる。見られるように、流フィラメ
ントは同様の厚さの層として現れる。つまりこれは良好に混合されていることを意味する
。
【００１４】
図３は、図２に対応する図を示す。ここでは２つの成分ＡおよびＢについて、その粘度の
値は１００倍異なる。粘度が低い方の成分Ｂは、非常に狭い層を形成する。というのは、
この成分の方が高速で流れるからである。流フィラメントは不規則に伝播する。さらなる
不規則さが、図示の断面に対して垂直な断面で特に強く生成される。これらの不規則さの
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結果、混合が不良となる。
【００１５】
混合プロセスが呈する欠点の結果として、混合生成物において見ることができる、本発明
による手段が指向される、好ましくない影響に対し、混合抵抗性流フィラメントが生じる
。これらの手段は、基本構造の変形という形態であり、成功を収めた。それぞれのケース
で１つの変形９を有する２つの成功したケースを、それぞれ図４および図７と図５および
図８で示す。図６から図８に示す混合機構造は、基本的特徴をよりよく認識するために、
補強壁５が１つしかない状態で図示されている。
【００１６】
図４および図７による変形９は、管の軸線１１または混合機構造１’の軸線に対して傾斜
した、混合室８’内の傾斜ウェブ９１によって形成される。ウェブ９１は、流がウェブ９
１によって管の壁１０から管の軸線１１に向かう方向で偏向される（矢印９１’）ように
、半径方向壁２上で入口部６ｂを出口部７ａと接続する。逆も可能である。つまりウェブ
９１によって流が管の軸線１１から管の壁１０に向かう方向に偏向する。
【００１７】
図５および図８による変形９は、３つの隣接する室８１、８２および８３の長さを短縮し
、同時に入口部または出口部の数を減少させることによって形成される。ここでは、管の
軸線１１に沿って前後に存在する室８１および８２の対が、第３室８３に対して横方向に
配置される。２つの口７ｃおよび９２が、対８１、８２の２つの室間に接続部を生成する
（矢印９２’）。
【００１８】
変形９は、変形要素９１（第１変形）または８１、８２、８３、９２（第２変形）を有す
る複数の妨害位置を備えると有利であり、それらはそれぞれ静止混合機１の全長にわたっ
て規則的に配置することが好ましい。２つの変形要素９１および８１、８２、８３、９２
のそれぞれの図示されていない組合せが特に有利である。
【００１９】
基本構造を変形するさらなる可能性が、要約して図９に図示されている。つまり、ａ）バ
イパス流（矢印９３’、９４’および９５’）を引き起こす切欠き壁部片９３、９４およ
び９５、および、ｂ）混合室８間の通路を狭くする追加ウェブ９６である。
【００２０】
最後に、図１０は、静止混合機１の断面に対する混合抵抗性流フィラメント３０および３
１を概略的に示す。これらの流フィラメントの輪郭は、図ほど明確ではない。それらは拡
散するように歯を付けられ、さらなる包囲部３０’および３１’それぞれに配置される。
【００２１】
記載された実施形態の混合機構造１１’は、各ケースで一体形成すると有利であり、特に
熱可塑性樹脂で射出成形することができる。混合機構造１１’は長方形の断面を有し、隣
接して配置された４つの室ストリングを備える。各ストリングは一連の５個から１５個の
混合室８を形成する。基本構造の各室８は、室の幅の１．５倍から２．５倍の長さを有し
、この幅は１ｍｍより大きく１０ｍｍ未満であり、好ましくは少なくとも２ｍｍで、最大
５ｍｍである。
【００２２】
装置１００は、非常に粘度が高い成分Ａを、粘度が１０分の１から１０００分の１になり
得る少なくとも１つのさらなる成分Ｂと混合するのに適している。このさらなる成分の質
量流量は、数倍、例えば１０倍、粘度の高い成分の質量流量より小さくなり得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】基本的構造を表す正規の変形されていない混合機構造を有する静止混合機である
。
【図２】数値シミュレーションの結果に従い描いた混合プロセスの図である。
【図３】粘度の値が非常に異なる２つの成分の混合について、図２に対応する図である。
【図４】図１に示した基本的構造の第１の変形である。
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【図５】第２の変形である。
【図６】図１の基本的構造に関する斜視図である。
【図７】図４による第１の変形を有する基本的構造である。
【図８】図５による第２の変形を有する基本的構造である。
【図９】変形のさらなる例である。
【図１０】混合抵抗性流フィラメントの生成の図である。
【符号の説明】
１　静止混合機
１’　混合機構造
１”　基本構造
２　ウェブ／半径方向壁
３　ウェブ
４　偏向盤
５　補強壁
６　入口部
７　出口部
７ｃ　口
８　混合室
９　変形
１０　管／管壁
１１　管軸線
１１’　混合機構造
３０　流フィラメント
３０’　包囲部
３１　流フィラメント
３１’　包囲部
８１　室／変形要素
８２　室／変形要素
８３　室／変形要素
９１　ウェブ／変形要素
９１’　矢印
９２　口／変形要素
９２’　矢印
９３　壁部片
９３’　矢印
９４　壁部片
９４’　矢印
９５　壁部片
９５’　矢印
９６　ウェブ
１００　装置
１００ａ　容器／カートリッジ
１０１　室
１０２　室
１１１　ピストン
１１２　ピストン
１２０　ノズル
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